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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第46期

第３四半期
連結累計期間

第47期
第３四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日

自　平成27年３月１日
至　平成27年11月30日

自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日

売上高 (千円) 52,796,364 52,431,671 70,879,476

経常利益 (千円) 1,295,113 1,625,884 1,868,608

四半期(当期)純利益 (千円) 298,268 695,944 381,094

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 359,328 707,972 473,110

純資産額 (千円) 16,526,720 17,311,295 16,540,446

総資産額 (千円) 56,419,834 53,042,293 54,791,151

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 25.82 60.25 32.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.2 32.6 30.1
 

 

回次
第46期

第３四半期
連結会計期間

第47期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日

自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 18.41 23.67
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善を背景とした緩やかな景気回復基調が続きま

したものの、新興国経済減速の影響などから先行きの不透明感が増してまいりました。また、実質賃金の伸び悩み

や食料品の値上げなどから消費マインドの改善は進まず、個人消費は力強さを欠いたまま推移いたしました。

こうしたなか当社グループは、営業力の強化とローコスト運営の徹底による収益力の向上に取り組むとともに、

コーポレート・ガバナンスの充実にも努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益(売上高及び営業収入)は547億70百万円(前年同四半期比0.6％

減)、営業利益は17億81百万円(前年同四半期比15.3％増)、経常利益は16億25百万円(前年同四半期比25.5％増)、四

半期純利益は６億95百万円(前年同四半期比133.3％増)となりました。

セグメントの概況は次のとおりであります。

(小売事業)

小売事業につきましては、「美味しい、楽しい、また来たい」と感じていただける店づくりを目指し、値ごろ感

のある商品の充実や商品管理の一層の強化による「適品、適時、適量、適価」への対応にも注力してまいりまし

た。また、当社において平成27年４月に鴨方店(岡山県浅口市)を、11月に高梁店(岡山県高梁市)をそれぞれ改装す

るとともに、両店に天満屋百貨店とのコラボレーションによる「天満屋ショップ」を導入するほか、株式会社天満

屋ハピーマートにおいて平成27年９月に卸センター店(岡山市北区)を全面改装するなど、既存店舗の活性化に取り

組んでまいりました。この結果、当第３四半期連結累計期間の小売事業の営業収益は495億62百万円(前年同四半期

比1.1％減)、営業利益は13億97百万円(前年同四半期比20.2％増)となりました。

(小売周辺事業)

小売周辺事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が主なものであり、徹底した品質管理と衛生管理に努

めるとともに、商品開発力の強化や生産性の向上に取り組んでまいりました。この結果、当第３四半期連結累計期

間の小売周辺事業の営業収益は52億８百万円(前年同四半期比4.0％増)、営業利益は３億84百万円(前年同四半期比

0.4％増)となりました。

なお、上記金額には、消費税等は含んでおりません。

 

(2) 財政状態

①　資産

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ17億48百万円減少し、530億42百万

円となりました。これは主に、流動資産が５億37百万円減少したことに加え、有形固定資産が５億７百万円減少

したことや、投資その他の資産が５億89百万円減少したことによるものであります。

②　負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ25億19百万円減少し、357億30百万

円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金や電子記録債務が増加したものの、有利子負債が減少したこ

とによるものであります。

③　純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億70百万円増加し、173億11百

万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,550,000 11,550,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数
100株

計 11,550,000 11,550,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年11月30日 ─ 11,550,000 ― 3,697,500 ― 5,347,500
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記録内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成27年８月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成27年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,548,500
 

115,485 ―

単元未満株式 普通株式 1,000
 

― ―

発行済株式総数 11,550,000 ― ―

総株主の議決権 ― 115,485 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式100株(議決権１個)が含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式65株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社天満屋ストア

岡山市北区岡町13番16号 500 ― 500 0.00

計 ― 500 ― 500 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年９月１日から平成

27年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年３月１日から平成27年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、イースト・サン監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,403,232 1,015,530

  売掛金 1,795,212 1,753,777

  営業貸付金 73,698 38,668

  商品 3,727,450 3,626,702

  貯蔵品 19,260 58,762

  その他 1,514,546 1,493,449

  貸倒引当金 △49,362 △40,052

  流動資産合計 8,484,038 7,946,838

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 13,906,279 13,537,437

   土地 16,231,518 15,962,545

   その他（純額） 1,473,781 1,603,603

   有形固定資産合計 31,611,579 31,103,585

  無形固定資産   

   のれん 452,773 405,003

   その他 2,813,781 2,747,263

   無形固定資産合計 3,266,554 3,152,267

  投資その他の資産   

   差入保証金 3,491,406 3,241,787

   敷金 5,740,947 5,604,981

   その他 2,210,665 2,004,433

   貸倒引当金 △14,041 △11,600

   投資その他の資産合計 11,428,978 10,839,602

  固定資産合計 46,307,113 45,095,454

 資産合計 54,791,151 53,042,293
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,158,906 5,439,497

  電子記録債務 1,049,774 1,265,006

  短期借入金 11,996,770 7,084,024

  未払法人税等 521,579 401,734

  賞与引当金 125,163 179,602

  その他 2,955,042 2,621,374

  流動負債合計 19,807,235 16,991,239

 固定負債   

  長期借入金 11,409,360 12,211,030

  役員退職慰労引当金 71,180 76,580

  利息返還損失引当金 141,200 114,207

  退職給付に係る負債 1,727,484 1,555,252

  資産除去債務 165,852 168,488

  長期預り保証金 1,881,445 1,546,345

  長期預り敷金 2,213,583 2,202,838

  その他 833,362 865,015

  固定負債合計 18,443,468 18,739,758

 負債合計 38,250,704 35,730,997

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,697,500 3,697,500

  資本剰余金 5,347,500 5,347,500

  利益剰余金 7,402,578 8,163,858

  自己株式 △414 △473

  株主資本合計 16,447,163 17,208,384

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 166,894 173,479

  退職給付に係る調整累計額 △100,055 △101,941

  その他の包括利益累計額合計 66,838 71,537

 少数株主持分 26,444 31,373

 純資産合計 16,540,446 17,311,295

負債純資産合計 54,791,151 53,042,293
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

売上高 52,796,364 52,431,671

売上原価 39,419,027 39,250,308

売上総利益 13,377,337 13,181,362

営業収入 2,326,759 2,339,212

営業総利益 15,704,096 15,520,575

販売費及び一般管理費 14,158,454 13,738,874

営業利益 1,545,641 1,781,701

営業外収益   

 受取利息及び配当金 6,818 9,419

 協賛金収入 2,787 16,664

 受取補償金 4,833 11,877

 その他 5,741 2,948

 営業外収益合計 20,179 40,909

営業外費用   

 支払利息 206,399 176,802

 その他 64,307 19,924

 営業外費用合計 270,707 196,726

経常利益 1,295,113 1,625,884

特別利益   

 固定資産売却益 － 1,099

 補助金収入 － 77,787

 特別利益合計 － 78,887

特別損失   

 固定資産除却損 43,053 136,837

 固定資産売却損 － 125,848

 店舗閉鎖損失 174,455 12,819

 減損損失 274,957 －

 退職特別加算金 143,284 －

 その他 5,825 25,136

 特別損失合計 641,576 300,641

税金等調整前四半期純利益 653,536 1,404,130

法人税等 348,601 700,855

少数株主損益調整前四半期純利益 304,935 703,274

少数株主利益 6,667 7,329

四半期純利益 298,268 695,944
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 304,935 703,274

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 54,393 6,585

 退職給付に係る調整額 － △1,886

 その他の包括利益合計 54,393 4,698

四半期包括利益 359,328 707,972

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 352,661 700,643

 少数株主に係る四半期包括利益 6,667 7,329
 

 

EDINET提出書類

株式会社天満屋ストア(E03146)

四半期報告書

10/17



【注記事項】

(会計方針の変更等)

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日)

(「退職給付に関する会計基準」等の適用)

　「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を退職給付の

支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしまし

た。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が190,470千円減少し、利益剰余金が

123,082千円増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日)

税金費用の計算 税金費用の計算については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年11月30日)

減価償却費 1,261,137千円 1,187,092千円

のれんの償却額 47,769千円 47,769千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成26年５月20日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成26年２月28日 平成26年５月21日

平成26年10月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成26年８月31日 平成26年11月７日
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成27年５月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成27年２月28日 平成27年５月22日

平成27年10月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成27年８月31日 平成27年11月６日
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント(千円)

合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千円)

(注)１小売事業 小売周辺事業

　営業収益      

　　外部顧客への営業収益 50,115,257 5,007,866 55,123,124 ― 55,123,124

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

77,292 1,382,579 1,459,872 △1,459,872 ―

計 50,192,549 6,390,446 56,582,996 △1,459,872 55,123,124

　　セグメント利益 1,162,812 382,828 1,545,641 ― 1,545,641
 

(注) １　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　 ２　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「小売事業」セグメントの固定資産において、売却予定となったことにより、当該固定資産の帳簿価額を回収可

能価額まで減額しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、274,957千

円であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント(千円)

合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千円)

(注)１小売事業 小売周辺事業

　営業収益      

　　外部顧客への営業収益 49,562,358 5,208,525 54,770,884 ― 54,770,884

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

105,734 1,666,119 1,771,853 △ 1,771,853 ―

計 49,668,092 6,874,645 56,542,738 △ 1,771,853 54,770,884

　　セグメント利益 1,397,176 384,524 1,781,701 ― 1,781,701
 

(注) １　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　 ２　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３　報告セグメントの変更等に関する事項

(報告セグメントの変更)

前連結会計年度より、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを従来の「小売事業」の１区分及び

「その他」から、「小売事業」、「小売周辺事業」の２区分に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを

開示しております。

(「退職給付に関する会計基準」等の適用)

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年11月30日)

　　１株当たり四半期純利益 25円82銭 60円25銭

    (算定上の基礎)   

　　四半期純利益(千円) 298,268 695,944

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益(千円) 298,268 695,944

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,549,495 11,549,460
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成27年10月７日開催の取締役会において、平成27年８月31日の株主名簿に記録された株主または登録株式質

権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

中間配当金の総額 28,873千円

１株当たりの中間配当金 ２円50銭

支払請求権の効力発生日

及び支払開始日
平成27年11月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年１月８日

株式会社天満屋ストア

取締役会  御中

 

イースト・サン監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　太 田 洋 一 　 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　京 町 周 平 　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社天満屋

ストアの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年９月１日から

平成27年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年３月１日から平成27年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社天満屋ストア及び連結子会社の平成27年11月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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